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１ 算数作文実践の課題と本研究の目的
これまで 授業後に子どもに記述させる算数作文をとりあげ その分析によっ
て算数学習におけるメタ認知の働きと知識変容のプロセスを明らかにしてきた
(重松・勝美・勝井・生駒     ) 算数作文は 授業の終末５分間程度の時間
に子ども達が書く数学的ライティングで ｢今日の学習で思ったことや今度し
てみたいことなど 自分の頭の中を自由に書いてごらん｣ と指示することから
始める そこには 子どもが授業で学んだ知識 その変化 さらには変化を引
き起こした要因となるものが記述され子どもの理解の程度や成長なども読み取
れる 教師は 算数作文を活用して授業後にその時間で理解不十分だったこと
を個別に支援したり 次時の指導に生かしたりすることもできる (メタ認知研
究プロジェクト     ) 他にも 算数日記 学習感想などと呼んで取り組まれ
ている実践もあり 最近は算数の教科書にも取り上げられるようになってきた 
このような研究を継続してきたのは 数学教育におけるメタ認知育成のため
に 日常の指導で継続的に実践できる方法の開発を目指してきたからである 
その結果 算数作文から毎時間の子どもの学習状況を捉え さらにそれを継続
して分析することができた そして 学習状況の変化には 子どもの認知活動
を制御するメタ認知が重要な役割を果たしていることが確認できた (勝美     ) 
しかし 算数作文を用いたメタ認知の育成は 実践にあたっては次のような
課題が指摘されてきた 
・ 毎授業ごとに書かせるため それを読み 赤ペンで支援していくことが 
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教師にとっては時間がかかる 
・ 有効な赤ペンをどのように記入すると良いのかがわかりにくい 
・ 自由記述であるため 書きにくい子どももがいる 
・ 算数作文を書かせることが 子どもの学力や学習態度の変化に直接つなが
らない 
そこで本研究では これらの課題の解決を図るとともに 子どものメタ認知
の変容を捉えその育成を図れるように算数作文を改訂した新・算数作文を提案
する 
２ 新・算数作文の構想
１で述べた課題解決のために 新・算数作文では これまでの自由記述では
なく子どもに記述させる項目を設定する その項目をどのような内容にするか
を決定するために これまでに用いられている次のような先行事例を参考にした 
( ) 再生刺激質問紙 (重松・勝美・上田     )
自分の学習の再生を見せ 次のような質問をする 子どもに書かせる項目は
次のように設定された 
・ あなたはこの時何をしていましたか？
・ このとき あなたが思ったり 考えていたりしたことをくわしく教えてく
ださい 
・ このとき この授業で先生が言われたことやされたことを思い出しました
か？
・ 先生の言葉やされたことは 考えたことやしたことに役立ちましたか？
・ ここで思い出した先生の言葉やされたことを もっと覚えておこうと思い
ますか 
( ) 学習日記評価法 (                   ,     )
科学の活動後に次のような項目で日記を書貸せて評価する 子どもに書かせ
る項目は次のように設定された 
・ 私はどのようなことをやりたいのか 
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・ 私の活動
・ この活動の中で私はどうしようと思ったか
・ 活動の説明
・ 活動から何を得られるか
・ 私の活動の中でどのようなパターンが見えたか
・ 私の活動が終わってから何を考えたか
・ 私の活動の主要な展開
( ) ４行日記 (小林惠智     )
小林惠智が開発した    (                  ) の方法論で 事実 
発見 (気づき) 教訓 宣言を各１行 あわせて４行で日記を書くように考えら
れており それを続けることで自己啓発を促すものである 
これらのうち ①②は子どもの学習とその評価のために開発され その意図
は算数作文に近い しかし 子どもに書かせる項目と分量が多く 毎日の実践
には不向きである これに対し ③の４行日記は １日に書く分量を減らし継
続することに重点が置かれており 本稿での新・算数作文意図と合致する 
さらに このような形式だけにとどまらず ４行日記で設定されている事実 
発見 (気づき) 教訓 宣言の４項目は 本研究で用いてきたメタ認知が機能す
るサイクルとの関係を次のように考えることができる (図１) 
これらのことから 本研究では ４行日記の４項目を使った新・算数作文の
形式を開発し その実践可能性を検証した 
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図１ メタ認知のサイクルと４行日記
３ 高学年における新・算数作文の実践
( ) 新・算数作文の形式
小学校高学年での実践のために 以下のような意図で図２の形式を設定した 
①子どもが書く内容の項目設定
４行日記の要素を取り入れ 新・算数作文に 次のような項目を設けた 
１. 今日の学習
２. (発見) 気づいたこと・わかったこと
３. (学び) 不思議なこと・気をつけたいこと
４. (次へ) やってみたいこと
これらは ４行日記で使われている４つの項目 (事実・発見 (気づき) ・教
訓・宣言) を 小学生が理解しやすく書きやすい表現にしたものである これ
までの自由記述による実践では 算数作文を書かせる際に ｢今日の学習で わ
かったこと おもしろかったこと むずかしかったこと 今度やってみたいこ
となど 何でも自由に書いていいよ ｣ と 教師が指示してきた 
②教師からのコメント項目の設定
教師が自由に各コメントに加えて 
もっと書こう
理由も書こう
何を学んだの？
次にやってみたいことは
よかったね がんばろう
すばらしい この調子で
のチェックを設け 赤ペンによる支援が簡易にできるようにした 
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図２ 新・算数作文の形式
( ) 実践期間    年５月  日～７月４日
単元 ｢平均｣ ｢単位量あたり｣ ｢速さ｣
( ) 対象
奈良市Ｔ小学校 ６年   名
このクラスは 算数作文の実践は 子どもも教師も初めてである 
( ) 実際に書かれた算数作文
実際には 全員の子どもが
すべての時間において算数作
文を書くことができた 右図
は そのうち ４つの項目を
意識してその一つ一つを箇条
書きにして書いている例で
ある 
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１. 今日の学習 先生から
月
日(
)
２. (発見)気づいたこと
わかったこと
３. (学び)・不思議なこと
・気をつけたいこと
・これからも使えそうだな
・どうも納得できないこと
４. (次へ) やってみたいこ
と
□もっと書こう
□理由も書こう
□何を学んだの？
□次にやってみたいことは
□よかったね｡ がんばろう
□すばらしい｡ この調子で
今日の学習のポイントを標語にすると
図３ 実際に書かれた算数作文①
一方 全項目を記述した次の図のようなものもある 
( ) 実践の結果
実際に書かれた新・算数作文とその後のアンケートから 次のような実践結
果を得た 
①学習者にとっての新・算数 作文
(ア) 書きにくい子どもや何を書いたらいいのかわからない子どもは少なくな
る 
アンケートで作文を書く
量についてたずねた結果 
｢ちょうどよい｣   人 ｢少
ない｣ ３人という結果であっ
た 実際 実践期間中 書
く量が極端に少ない子ども
や書けない子どもはいなかっ
た これは ４つの項目を
設定した効果と考えられる 
中には ｢少ない｣ と答
えた子どもが 書ききれず
に 裏にまで記入している
こともあった (右図) 
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図４ 実際に書かれた算数作文②
図５ 実際に書かれた算数作文③
(イ) 自由記述の方が書きやすい子どももいる
(ア) のように 書きやすかった子がほとんどであった反面 ４つの項目を
設けたことについてたずねると 
｢書きやすい｣   人中  人
｢同じ｣   人中  人
｢書きにくい｣   人中  人
という結果であった このうち書きにくいと答えた子どもたちは 次のように
書いている 
(ウ) 教師への質問が書ける 
下の子どものように ｢どうも納得できないこと｣ という項目があることで 
教師への質問という形の文章が 多く書かれている 
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・４つに決めなくても思ったことをかけるようにしたらいいと思う｡
・書くことが決められていると当てはまらないものも出てくることがある｡
・１､ ２､ ３､ ４の番号で書かなければいけないこと｡
図６ 実際に書かれた算数作文④
(エ) 次の学習に積極的に取り組む態度を示す表現が表れる 
このように 意欲的に取り組む態度を示す表現が表れるのは 項目の中に 
｢気をつけたいこと・これからもつかえそうだな・やってみたいこと｣ という
ものがあったからである 
②教師にとっての新・算数作文
(ア) 短時間で子どもの記述を分析し 支援することができる
｢１時間分の処理にどれぐらいの時間がかかりますか｣ という教師用アンケー
トの問いに対し 本実践では ｢  人で  分 (１人１分かからない)｣ と回答さ
れている 
これは 子どもが書く項目が設定されているため 教師が作文の内容を把握
するのに時間がかからなかったためであろう そのため 赤ペンを短時間で記
入して子どもに返すことも可能となった 
(イ) 継続して実践できる
さらに 新・算数作文に対する総合評価として ｢子どもも教師も負担が軽
減された 継続することで 子どもの意識が変わり 授業自体も変わってきた｣
と回答されている これは 新・算数作文の継続した実践によって 教師が子
どもの変容把握と授業改善に取り組める可能性を示唆している 
( ) 新・算数作文に書かれたメタ認知と設定項目の関係
①設定項目 ｢発見｣ によってメタ認知が表出される
図８の例は ｢発見 (きづいたこと わかったこと)｣ の項目に対して ｢最初
まちがえそうになったけどよく問題をよんでみるととてもかんたんでした｣ と
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図７ 実際に書かれた算数作文⑤
いう記述になっている この記述から 次の図のようにメタ認知が機能したと
考えられる 
②設定項目 ｢教訓｣ によってメタ認知が表出される
図   実際に書かれた算数作文⑦
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図９ 算数作文⑥から推測されるメタ認知
図８ 実際に書かれた算数作文⑥
図  の例は ｢教訓｣ に対応した項目に対して ｢人数とかが違うときでもこ
の考え方を使うとできそう｣ という記述になっている この記述から 次の図
のようにメタ認知が機能したと考えられる 
このように 新・算数作文では 記述させる項目の設定によって 子どもの
メタ認知の表出を促進させることができたと考えられる 
４ 中学年における新・算数作文の実践
前述したように 新・算数作文を用いることによって 高学年において自由
記述では ｢算数作文を書きにくい子ども｣ や ｢算数作文に何を書いたらよいの
かわからない子ども｣ に対して算数作文を書くことを可能することができた 
しかし 子どもによっては ｢項目がない方が書きやすい｣ ｢もっと自由に書き
たい｣ という子どもの反応も数例あった 
そこで これらのことを踏まえ 中学年において 算数作文の形式を複数用
意し 算数作文を書く際に自分が使う形式を子ども自身に選択させる実践を行
いその要因を分析した 
( ) 小学校中学年用の算数作文の形式
今回は 小学校中学年を対象とし 次の３つの形式を準備した 
①３項目型
前回の高学年版をもとに 次の３項目を設けた形式である 
・わかったこと 気づいたこと 不思議なこと わからないこと (算数作
文の段階Ａ Ｂに対応) (重松・勝美・勝井・生駒     )
・これから気をつけたいこと (メタ認知関連の項目 算数作文の段階Ｃに
対応)
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図   算数作文⑦から推測されるメタ認知
次にやってみたいこと (メタ認知関連の項目 算数作文の段階Ｄに対応)
②２項目型
｢次やってみたいこと｣ は算数作文の段階Ｄに対応しているため 中学年の
子どもにとって書きにくいことが想定できる そこで この項目を省き２項目
にした形式である 従って メタ認知関連の項目は１つだけになっている 新・算数作文の開発とその実践
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月
日(
)
１. わかったこと
２. 気づいたこと
３. 不思議なこと
４. わからないこと
５. これから気を
つけたいこと
６. 次やってみた
いこと
先生から
図   算数作文の形式―３項目型
月
日(
)
１. わかったこと
２. 気づいたこと
３. 不思議なこと
４. わからないこと
５. これから気を
つけたいこと
先生から
図   算数作文の形式―２項目型
③自由記述型
本研究で以前から用いている自由記述の形式である 
( ) 実践の期間
平成  年５月７日～７月  日
単元 ｢円と球｣ ｢わり算 (２, ３位数÷１位数 筆算)｣ ｢およその数｣ ｢折
れ線グラフ｣
( ) 対 象
奈良県生駒市Ｔ小学校 第４学年  名
(算数作文の実践は初めての子どもである)
( ) 実践の経過
４月  日にまず全員が自由記述型で算数作文を書き その後 ３つの形式を
子どもたちに示し 自由に選んで書くように指示した さらに 形式選択のそ
の変化が顕著な子どもに対して その理由をインタビューした 
( ) 実践の結果―形式選択の類型
①項目型と自由記述型の併用
(ア) 書く内容が少ない場合
ＦＲは 自由記述型からスタートし        には３項目型     ３には２
項目型を選び その後自由記述型にもどっている 
ＦＲはこの選択について インタビューに対して ｢書く内容があまりなかっ
たので 項目のある用紙を選び ４回書くことを通して 『もう書けるかな』 と
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月
日(
)
図   算数作文の形式―自由記述型
思ったので 自由記述の型に変えた｣ と言っている つまり 本人が書きたい
と思うときは 項目がじゃまになり 枠のない方が書きやすいが あまり書き
たいことがないときには 項目が例示となり書きやすくなったことがわかる 
(イ) 書く内容が豊富にある場合
ＹＷは もともと書く内容を豊富にもっており自由記述型を選択し続けてい
たが 途中で一時期だけ２項目型を選択している このことについてインタビュー
に対しては ｢自由はいっぱい書きたいときに選ぶ｣ と答えている つまり 通
常 書きたい内容が決まっていて豊富にあるため自由記述型を選んでいるが 
あまり書くことがないと思った日は２項目型に変えているのである この子ど
ものように その日の書きたい内容によって適切な形式を自ら選べることは理
新・算数作文の開発とその実践
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図     の算数作文
想的で さらには自分に適した形式を子ども自身が考案することもできよう 
②項目型の選択
(ア) 書く内容が少ない場合
今回の実践では 多くの子どもが実践期間中に算数作文の形式を変えている 
そのうち 自由記述型から項目型に形式を変えた子どもは インタビューに対
しては ｢自由は何を書いて良いのかわかりにくい｣ と答えている このよう
な子どもたちに対しては 設定された項目が例示となっており 前回の成果と
同様にメタ認知に関する記述の促進を図ることができる 
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図     の算数作文 (２項目型)
(イ) 書く内容が豊富にある場合
ＯＳは３項目型を選択し続けた子どもである インタビューに対しては 
｢書くことが決まっていて書きやすいから｣ と答え 毎授業後ほぼ全項目につ
いて書いている 
この子どもの事例が示すように 書く内容が豊富にあっても 実際に何を書
くかが決めにくい場合には 項目が有効に機能する場合があることがわかる 
実際 ＯＳは日頃の学習態度が比較的受け身で 言われたこと以上の内容は進
んで取り組むことが少ない しかし 今回の算数作文で ｢次やってみたいこと｣
をいつも記入していることから その内容を次時の授業に取り上げることによっ
て 自分の学習に対するメタ認知の改善を図ることができよう 
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図     の算数作文 (自由記述型)
③自由記述型の選択
(ア) 書く内容が少ない場合  は 自分では常に自由記述型を選んでおり 教師に ｢形式を変えてみて
ごらん｣ と言われた時のみ３項目型を選んでいるが その後は また自由記述
型にもどっている インタビューに対しては ｢一度枠のあるものをやってみ
たが 何でも書ける自由が良い｣ と回答している   の場合は 上図のように書かれている分量が少ない つまり 項目が複
数あると多すぎて負担になるが 自由記述では自分の書きたいことだけを書け
ばいいのでこの形式を選んだのである 実際に   が書いている内容は ｢わ
かったこと｣ ばかりではなく ｢これから気をつけたいこと 次にしたいこと｣
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図     の算数作文
なども書いている 
こういう子どもには 自由記述型にリード文を記入したものを使う改善が考
えられる 例えば 授業内容の理解が進んでいないときには ｢今日わかりにく
かったことは…｣ と教師が記入し続きを書かせたり 逆に理解が進んだときに
は ｢今日は バッチリ あしたは …｣ と書かせたりして 子どもに書かせた
い内容やその子が書きたい項目につながるリード文を設定することができよう
(福島・岩崎     ) 
(イ) 書く内容が豊富にある場合
逆に ＹＹは ３項目型を選択し続けていたが ｢およその数｣ に入ったとき
から自由記述型に変えている 
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図     の算数作文
インタビューに対しては ｢書きたいことの量がいっぱいになってきたので｣
と回答している つまり この子どもは 当初は項目に従って書いていたが 
書く分量が多くなり その中から自分が書きたい内容だけを書くことのできる
自由記述型に変えたのである このような子どもに対しては 自分が書きたい
ことを教師が赤ペンなどでより明確にし 自己の学習に関するメタ認知を育成
することができよう 
( ) 形式選択の類型
以上述べた今回の実践で得られた子どもによる形式選択の類型とその要因 
さらには そこから得られるメタ認知育成への示唆を次の表のようにまとめる
ことができる 
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図    ・ の算数作文
表１ 小学校中学年の子どもによる算数作文形式選択の類型とその要因
５ 本研究の成果と課題
今回の実践とその分析によって 算数作文を使った実践について 今後 次
のような展望を持つことができる 
・ 項目を設定した新・算数作文の形式は 子ども 教師双方の負担を軽減す
ることができ その結果 高学年の子どもでも書くことに肯定的で 初めて
の教師でも継続して実践することができる 
・ 記述させる項目を設定することによって 算数作文にメタ認知を表出させ
ることを促進することができる 
・ これまでに蓄積してきた自由記述型と本研究において開発を始めた項目設
定型の２つの形式を併用することができる 
・ そのうえで どの形式を選択するかは子ども自身に選択させることができる 
・ その選択の要因を考察することによって 形式選択の類型に応じてメタ認
知の育成を図ることができる 
さらなる今後の課題として 学年段階に応じた新・算数作文の項目設定型形
式の開発と実践が必要である 
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形式選択の要因 形式選択の類型
メタ認知育成への示唆算数作文に書
きたい内容
算数作文に何
を書くべきか
学習で機能した
メタ認知
選択され
た 形 式
事
例
豊富にある 枠をもっている 意識されている
自 由
記 述 型
       赤ペン等によるメタ認知の意識化
枠をもって
いない
意識されている ３項目型    項目によるメタ認知表
出の促進
少ない 枠をもっている 意識されている 自由記述    書く分量への不安の除去学習状況に応じたリー
ド文による項目設定
枠をもって
いない
あまり意識され
ていない
２項目型
     項目によるメタ認知表出の促進
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